
デカプロモジ7ニニルエーテルの濃縮度試験成績親告書

士　試験期間

2　試　料　名

　　構　造　或

　　　　Bヒ

㌫．．

勝
性　状

昭和52年8月1日～昭和52年”月2るβ

デカプ・モジフ翼一（翼料煮■一2∬5）

B卜

○

■［弘 B卜

Bヒ

Bb　．9h　B卜
比重舗4，融点285℃，分解實425℃，

瀞癖實20PPη／承，

縄度75チ易し上　ノナフ「ロ」監ジフニ3リレコ＝一づらコレ約17チ

　　　　　　オクタブロモジ7激暑勘エーテル約8チ

　　　　　　　　　　　（提示資料による）

義　試験方巌及び乗仲

lllillii｝・繭一一磯醐

　義斗　賦験装置及．び機器

　　　◎．水革嚢境鯛傭鞍置『蔵本式
　　　φ）ガスノ・マ伊脅　日本竜剥製冊C－2紅型

　三2　試験乗倖

　こ21　1L鼠賊験

　　←）鼠磯魚

　　　　ヒメノ炉F物体■　巳24g、塩化繁二水銀検定合絡煮崇

　　　」咲田端健二　駕オ【と廃水」」L　　1297～、505（1，72）

　　　（b）分散剤及び分散法

　　　　　分散剤硬化ヒマ望激（RCO－2の

　　　　　分散法　供試物質巳58一，硬化ヒマシ油（ヨOO｝40）一20

　　　　　　　　9を150皿のテトラヒド買フジンに魯飾稜イオ

　　　　　　　　ン交換水豹‘0σ21を加充て減圧下貢’一r劣りーエ

　　　　　　　　パポレ一夕ーにてテト，逸ドロ7ジンを留去し

　　　　　　　　た後イオン交換水で｛■に定容して50日中（

　　　　　　　　り）O原液を調製レた。

　　　＠　試験温度

　　　　　　　　　25±2℃
　　　“）結　　果

　　　　　　　　　48時間TL迩値500四（¶レ並）以上
5、2」2　 擾縮度試験

　　　←）外部消毒及び順化

　　　　ω　 外部消毒　 止方〔状態で10珈【塩酸」ク口口テトラサ・イ

　　　　　　　　　　タリン溶液で24時間薬浴を行った．

　　　　㈹　順　　化

　　　　　　　　　　　25℃x｛4日
　　　㈲　賦験水槽

　　　　　　　　　ガラス製　容　量　　1001

　　　　　　　　　　　　　　流水量　5821／圓

　　　　　　　　　（療法：希釈水4鳳；4eo皿）

　　（o）試験魚

　　　　　　　　　コイ　平均体重　 約24。4‘

　　　　　　　　　　　平均体長約128鳳
　　㈹　分徹法

　　　　　　　　　こ2．1＠）に一同じ

以下次頁に続く



（o）

ぎ）

㈹

試験温度
　　　　　25℃±2℃

試験水槽の溶存酸素
　　　　　　　　　　図一12，15参照一

水槽濃度
　　　　　設定理由駅　分析限界等を：考慮し七設定した．

　　　　　　　　　　　※　鳳1一にて補足説明する。

毅定値　　一　　．．　　　（単位一：P：Pb1レヤ）

　　　　　1硬化ヒマシ油
供試物質　1
　　　　　　（HCO剛2心）
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　表一1 濃鵜倍率を求めるためり平均酸度（単位ppb吻）
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第2濃度区 乙79 P4・71z・1r動

以下次頁に続く

ゑ25
　←）

分析試料O蘭処理

魚　体

・体重測定

・細片化

←海，　伯9

←無水硫酸ナトリウム　伯08

・屍水らい捧

τ嘉芝益鳥闇、｝猛冒

越t　　刷
　　一一　　一＿＿＿r

価0岨

・脱六（無：水硫酸ナトリウム）

・乾固（ロータリ→1ン耀レ→一）

←瀧グメチルホルムァξド（“レ｝70℃）50皿1

←】医一へ」トサン’　50」■ユ、

・抽出（娠とう5分間）

P　層n鋤　　　　　　　　　「　　　　　　　　　i←イオ’ン交換オ⊂　　　150コユ
　　　　　　　　」
　　　　　　　　　←塩｛ヒナトリウム　　 25‘

　　　　　　　　　←エチルアルコールr25真1

　　　　　　藤
　　　　　　　　　・磁篠、，，。滑｝×・回

　　　　　　　　　に続く

　　　　　　よ



圏

　　　　　　前頁キウ引続き

一一香Q　＿一
体』到摯・
　　　　　　　　　汀纏轡るo皿｝x梱

　　　　　　　　　1

よ　　　＿＿一＿
区・』庫藝
　　　　　　　　　・脱水（勲k硫酸ナトリウム）
　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　ド臨（ロータリー卿→一で細。虹に）．

　　　　　　　　　1←8亙一腔　 50コユ
　　　　　　　　　ヰ
　　　　　　　　　i・加熱（鯖ψ7℃）中2醐凱）

　　　　　　　　　！←塩化ナトリウム5叱

　　　　　　　　　磁猛，鴇聞）｝×・同

区蚕・
　　　　　　　　嘘拶5圃｝・・回

⊥』』よ匡」引．鯉
　　　　　　　　㌧鰍i（、鯨潮けトリウム）

　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　・乾固』（昇｝り一・一）
　　　　　　　　1　　1匁マ
　　　　　　　　1←50痒鞠ン☆有ベンゼン
　　　　　　　　1
　　　　　　　　．」・カラムダ・マトに霊るノ車輿ンアヅプ※

　　　　　　．｛＝
　　　　　　糎磯馴

　※　 カラAクロマトグラフィー条件

　　充てん剤　　5多含水シリカゲル108

　　タロマ手管　　ガラス　20働戸

　　溶　　離　　液　　　50拶且一ヘキサン含有ベンゼン　50且1

　　　　　　　　供試物質は初めの50－1に瀞出ナる●

　　　　　　　　薩鵜して25皿1に定容ナる．

　　（b）試験水

　　　　　　　遡
　　　　　　　　　　　　　　　　繁謡酸度区　菖2擾魔区

　　　　　　　　　　　・撮水　　　　100亘工　　　　11

　　　　　　　　　　・窮＆と，鶴間）100皿｝X2回

　　　　　　　　引
㍗一¥一

睡
　　　　　　　　ド　　　　　　　　1　　　　　　　　　ベンゼン層

　　　　　　　　　　　・脱水（無水轍ナトリウム）

　　　　　　　　　　　・酸縮（ロrタリー酬レrター）

　　　　　　　　　　ド佃皿に定容

　　　　　　　　忌＝＝＝＝＝㌃
　　　　　　　　柱試軒ll

　　　　　　　　I
五一24　分析条件

　　ガスクロマトグ，フ　日本電子社製丁σC－20工2盈
　　　検出器　電子捕獲型　　o取

　　　充てん剤　シリコンOV－175砂ロモソルプ7▲▼一D製C8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80一佃Oヌヲ炉碁

　　　カラム　 ・ガジ」ス　2置戸×1且，カラム濫魔　270℃

　　　注入口湿度　280℃，ギャリァガス　窒粛オス



4　試験結果※

表一2 濃　　縮　　倍　　皐
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＆　備　　考

　5，1　分析限界と濃度設定について

　　　機器の検出限界は（図一5参照）約巳25P興であり、魚体重

　　50g，最終液量25コエ，回収峯706と：考亙ると

　　　　　　　巳25
　　　　　　　　　　　≠巳3　　となウ
　　　　　70　　る0
　　　　－　X－　　　　　100　　25
　　　　〆
　魚体中濃度で麹．碑5翠玉が二分折・限界である．

　　濃縮性が隼硲触合・・第一1羨度区5倍以下、第2黄変区一網■績

　以下表示を考えれぜ、

　　　　　コ渇　　　　　　　　　　邸
　　　　　一　　一写　　α0過　　　　一　　實　〔LOO6
　　　　　　5．　　　　　　　　　　50

　すなわち5，．名2毯）のよう■に塗る●

5．2　　試験結果｛）表示につ一一いて

　　供試物質は且25四nん1阻の間にあって震度とピーノ高這

　の間に直線性があるが、この直線は原点を通らない。魚体前処

　理後（2▼～8▼）のG　C試料液はその見かけ濃度が範欄外にな

　　るので、上記のよ，に表示した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　．上


